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はこだて科学寺子屋開請にあたって

この夏、日本で初めて本格的な科学祭が開かれる函館。このマチで、科学をフツウの人達がもつと身近に感じられる仕掛けについて学ぶ講座

を開きます。題して、「はこだて科学寺子屋」。様々なメディアを使つて、科学技術の専門家 (研究者)と非専門家 (市民)とを結びつけ、互

いの対話や理解を促す「科学技術コミュニケーション」の概念や具体的な手法を身につけていきます。題名に科学とついていますが、この講

座は理系だけのものではありません。環境問題、食や健康、まちづくり、アート、ビジネス……等々、色々な分野と科学との「つながり」を

考えていきます。幅広い専攻分野の学生のみなさん、そして科学とまちづくりに関心を持つ市民のみなさんの受講をお待ちしています。

請義の特徴

● 科学技術コミュニケーションについての基本的な知識や手法を身につけ、そこから新しい活動のアイデアを

見つけたり、関心のある人とのネットワークをつくることができます。

● 函館内外の研究者、教育者、クリエイター、企業人など科学技術コミュニケーションに関わる多彩な講師陣

が刺激的な授業を行います。

●参加・体験を重視したワークショップもふんだんに取り入れ、体験と実感にもとづく理解ができます。

●講義の一部はブログや動画サイトを活用して内容を記録し、学んだ内容を後で振り返ることができます。

●「はこだて国際科学祭2009」 にイベントスタッフとして参加し、講義で学んだことを実地で活かすことがで

きます。

●複数の学校に所属する学生と一般市民とが一緒に学ぶことで、世代や分野を越えた交流や触発が進みます。
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科学祭
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「ワールドプロセッサー」インゴ・ギュンター103の地球展
期日Ⅲ21119/8/22(■ )～8/30(曰 ) iOI((～ 18:OO(休館日無し)
会場 :函館市地域交流まちづくリセンター 2階フリースペース
対象 :子どもから大人まで
入場料 :無料
特別協力 :九州大手感性融合デザインセンター

9日ユーザーサイェンス機l島子どもプロツェクト)
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受講するには

●学生の方

本講義はキャンパス・コンソーシアム函館の単位互換対象科目です。各大学 。高専の担当窓ロヘ「単位互換

履修出願票」を提出してください。単位取得には、はこだて国際科学祭2009(会期8月 22～30日 )の一部にス

タツフとして参加し課題を提出することが必要です。

【募集期間 :在籍校により異なります。各校の事務局でお尋ねください。】

※北海道大学水産科学院・水産学部の方へ :日程の都合から北海道大学のみ単位互換科目となりません。

受講希望の方は一般粋でお申し込みください。

●―般の方

氏名 。年齢 。職業・住所・電話番号・受講動機を明記のうえ、メール又は往復はがきでお申し込みくださし、

【〆切 :7月 17日 (金 )】

※応募多数の際には、拍選とさせて頂く場合があります。

※3日間の受講が難しい方は予めご相談ください。
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サイエンスライブ「字宙をうたう」
期日i200νV29(■ )18:30～ 20i30(開場1800、 開演18,30)
会場 !金森ホール

定員 200名

出演 :海部宣男氏 (天文学者 前日立天文台長)
あがた森魚氏 (アーティスト)

対象 t―般市民 (大人の時間、大人の内容)
入場料 :無料

主催 1高北海道宇術振興財団

単位履修についての問い合わせ先

在籍校の事務局にお問い合わせください。

一般枠での受請についての問い合わせ先と申し込み先

サイエンス・サポート函館事務局  (担当 :金森)
041-8655 函館市亀田中野町1162 公立はこだて未来大学内
電子メール :kanamoH@fun,acjp

電話 :0138-34-6527

httpy/h″ww sdencefesuvattp/

キャンパス・コンソーシアム函館 単位互換制度対象科目 (主管校 :公立はこだて未来大学)


